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講師 ： マッツ カールソン　シドニー大学言語文化学部日本学科（オーストラリア） シニア講師／日文研 外来研究員
コメンテーター ： 細川 周平　日文研 教授

14:00～16:00第304回 日文研フォーラム  2016 年 10月 4日（火）
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丸太町駅日文研フォーラムとは

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/

・京都市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車5番出口（地下鉄連絡通路にて直結）
・京都市バス、京都バス、JRバス「烏丸丸太町」バス停下車

【アクセス】

国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、月1回のペースで、京都市中心部の会場で
継続的に開催しています。

京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都
お問い合せ先　

2004年、カザフ国際関係及び外国語大学東洋言語学部卒業。2013年、佛教大学にて博士学位
（文学）取得。現在はカザフ国立女子教育大学研究員。2016年4月より国際日本文化研究セン
ター外国人研究員を併任。専門分野は日本古代文学。
主要著作に『古事記　変貌する世界―構造論的分析批判』（ミネルヴァ書房、2014）、主な論文
に「古事記における『シャーマニズム』―葦原中国と命名することについて」（ 『日本文学』 64巻5
号、2015）、「古事記のなかの出雲―ホムチワケのシャーマニックな体験から」（ 『現代思想 出
雲』 、青土社、2013）、「古事記神代における高天原の『変貌』」（ 『日本神話をひらく「古事記」編
纂1300年に寄せて―第9回日本文学国際会議論文集』 、フェリス女学院大学、2013）などがあ
る。
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1991年、東京大学理学部卒業。1998年、東京大学総合文化研究科博士課程中退。1999年、東京
大学にて博士号（学術）取得。東京大学助手、札幌大学准教授を経て2010年より現職。専門分野
は日本上代文学、神話思想史。
主要著書に『宣長と『三大考』』（笠間書院、2005）、『義経の冒険』（講談社、2012）、主な論文に「『日
本書紀』の「皇祖」をめぐって―巻二・巻三における叙述の基点」（『美夫君志』90号、2015）、「『古事
記』の「天つ神御子」―「言依し」との関係を中心に」（『万葉集研究』30集、塙書房、2009）、「オシホ
ミミの位置―ウケヒによる出生をめぐって」（『国語と国文学』83巻-6号、2006）などがある。

カザフ国立女子教育大学言語学部（カザフスタン） 研究員/
日文研 外国人研究員
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コメンテーター  金沢 英之　 北海道大学 准教授


